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松村高夫教授略歴 著作目録

*  2007年3月3 1日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会



松 村 高 : 略歴•著作目録

生年月日

1 9 4 2年 1 月 7 日

2 0 0 7年 3 月 1 日現在

履歴 

1954 年 

1960 年 

1964 年 

1964 年 

1966 年 

1966 年

1969
1972
1972
1976
1982
1987
1998
2003
2003

年

年

月

月

3
4

年 10月，

年 12月
年 4 月

年 4 月

年 4 月

年 10月，

年 1 月

ン76年 9 月

月

月

ン88年 3 
ン99年 3 
ン03年 12月 
ン03年 3 月

慶應義塾普通部入学 

慶應義塾大学経済学部入学 

同大学同学部卒業

慶應義塾大学大学院経済学研究科修士課程入学 

同大学院同研究科修士課程修了修士号（経済学）取得 

慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程入学 

慶應義塾大学経済学部助手

慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

慶應義塾大学経済学部助教授

英国ウォーリック大学社会史研究所に留学

ウォーリック大学よりP h .D . (in  Social H is to ry) 取得

慶應義塾大学経済学部教授

英国ウォーリック大学社会史研究所に留学

英国オクスフォード大学ナフイールド•コレツジに留学

英国ケムブリッジ大学ダウニング•コレツジに出張

英国ケムブリッジ大学キングス•コレツジに出張

現在

Labour h is to r y  Review , Society  ror th e  S tu d y  or L ab o u r H is to ry  (丄995〜 ，In te rn a tio n a l B oard) 
C ultural a nd  Social h is to r y ,  Social H is to ry  S oc iety  (2004〜 , E d ito ria l A d v iso ry  B oard)
R oyal H isto rica l S ociety  (2007〜 ，C orresp on d in g  Fellow)
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研究刊行物リス卜

著書

『日本帝国主義下の満州一「満州国」成立前後の経済研究』（満州史研究会編，浅田喬ニ，原朗，小林英夫と 

共著）御茶ノ水書房，1 9 7 2年，第 3 章 「満州国成立以降における移民• 労働政策の形成と展開」，213〜 

314 頁。

T he Labour A ris to c ra cy  R ev is ited — T he V ic to r ia n  F lin t G lass M akers, 1850-80 , M an cheste r U n i
ve rsity  P re s s， 1983. (B ook R eview s by T .C .B a rk e r, T .L .S .,  1984 • 4 • 5 ; R o b e rt G ray, E co no m ic  
h is to r y  Review , sec. ser., 37—3, 1984 ； D avid  E n g lan d er, V ic to r ia n  S tud ies, S um m er 1985 e tc .)

『英国をみる一歴史と社会』（草光俊雄，近藤和彦，斉藤修と共編）リブロポート，1 9 9 1年，「『貧民狂人』と 

モラル • トリートメント一一八四五年『狂気法』のパラドックス」，175〜1 9 8頁。

『七三一部隊作成資料』（十五年戦争極秘資料集，2 9 ) (田中明と共編）不二出版，1 9 9 1年，「解説丄 1〜2 3 頁。

『証言人体実験一七三一部隊とその周辺』（江田憲治，兒嶋俊郎と共編訳）同文館，1 9 9 1年，「解説」，253 
〜 2 9 0  頁。

『く論争〉 7 3 1部隊』（編著）晚聲社，1 9 9 4年，11〜1 6 8頁，1 9 9 7年増補版，304〜3 1 9 頁増補。

『もう1 つの選択肢一社会民主主義の苦渋の歴史』（「これからの世界史」 1 0 ) (西川正雄，石原俊時と共著） 

平凡社，1 9 9 5年，第 3 部 「イギリスの社会民主主義」，191〜2 8 4頁。

『戦争と疫病一七三一部隊のもたらしたもの』（解学詩，郭洪茂，李力，江田いづみ，江田憲治と共著）本の 

友社，1 9 9 7年，第 1 章 「関東軍防疫給水部一七三一部隊と細菌作戦」，9〜3 9 頁 ；第 5 章 「湖南常徳細菌 

作戦一一九四一年」，225〜2 8 2 頁 ；終 章 「細菌戦研究の問題性」，395〜4 1 9 頁。

(中国語版）『戦争与悪疫一七三一部隊罪行考』（解学詩等と共著）北京 • 人民出版社，1 9 9 8年，第 1 章 「関 

東軍防疫給水部丄1〜2 8 頁 ；第 5 章 「湖南常徳細菌戦一一九四一年」，194〜2 4 5 頁 ；末 章 「関干細菌戦 

調査研究工作的回顧丄355〜3 7 7 頁。

『「事実」をつかむ一歴史• 報 道 • 裁判の場から考える』（新井章，本多滕一，渡辺春己と共著）こうち書房， 

1 9 9 7年，第 2 章 「歴史における事実とは何か」，36〜7 4 頁 ；座談会「「事実」をつかむということ一歴史• 
報 道 • 裁判における事実丄139〜2 6 3頁 ；「座談会を終えて」，271〜2 7 8頁。

『歴史の事実をどう認定しどう教えるか』（笠原十九司，吉見義明，高嶋伸欣，渡辺春己と共編著）教育史料 

出版会，1 9 9 7年，「7 3 1部隊」，14〜6 1 頁。

『七三一部隊がやってきた村一平房の社会史』（関成和著，江田いづみ，江田憲治と共編訳）こうち書房，2000 
年，「序」，6〜2 3 頁。

Japan , 18o8〜 1945: From  Iso la tion  to  u c c u u a u o n  (C o -a u th o r w ith  Jo h n  B enson), L ongm an , 2001.
『裁かれる細菌戦一歴史学者とジャーナリストによる鑑定書』（資料集シリーズn o . 6 ) (近藤昭ニと共著）， 

A B C 企画委員会ほか発行，2 0 0 1年，「日 • 米 • 中 • ソの資料による七三一部隊と細菌戦の解明」，11〜
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124 頁。

『満鉄労働史の研究』（解学詩，江田憲治と主編）日本経済評論社，2 0 0 2年，「序章丄 2〜2 4 頁 ；第 7 章 「撫 

順炭鉱」，286〜3 2 9 頁。

(中国語版）『満鉄与中国労エ』（解学詩と共編著）北京 • 文献社会科学出版社，2 0 0 3年，「序章」1〜2 4 頁 ; 
第 7 章 「撫順煤礦工人実態」316〜3 6 2頁。

Urban R eco n stru c tio n  in  B r ita in  and  Ja van , 1945-1955: D ream s, P lans and  R ea lities  (C o -au th o r 
w ith  N ick T ira tso o , Ju n ich i H asegaw a, T ony  M ason) U n iversity  o f L u to n  P ress, 2002.

『イギリスの鉄道争議と裁判一タフ• ヴエイル判決の労働史』 ミネルヴァ書房，2 0 0 5年。

『戦災復興の日英比較』（テイラッソー，メイソン，長谷川淳一と共著）知泉書館，2 0 0 6年。

『関東軍化学部 • 毒ガス戦教育演習関係資料』（十五年戦争極秘資料集補巻 2 7 ) (松野誠也と共編）不二出 

版，2 0 0 6年，「解説」，5〜2 3 頁 （共同執筆)。

『大量虐殺の社会史ー戦慄の二十世紀』（矢野久と共編著）ミネルヴァ書房，2 0 0 7年，「序論」，「トルコにお 

けるアルメニア人虐殺一一九一五一一六年」，「韓 国 • 老斤里虐殺事件一1 9 5 0年」執筆。

『裁判と歴史学』（矢野久と共編著）現代書館，2 0 0 7年。

『日本帝国主義下の植民地労働史』不二出版，2 0 0 7年。

『満鉄の調査と研究一その「神話」 と実像』（柳沢遊，江田憲治と共編著）青木書店，2 0 0 7年，「満鉄調査部 

弾圧事件」執筆。

『イギリスの選挙法改正暴動一一八三一年』法政大学出版局，2 0 0 7年。

『東アジア一日本が問われていること』（連続講義）（高草木光一と共編）岩波書店，2 0 0 7年。

『関東軍五一六化学戦部隊と毒ガス遺棄問題』（仮題）（歩平と共著）かもがわ出版，2 0 0 7年。

論文

「日本帝国主義下における植民地労働者一在日朝鮮人•中国人労働者を中心にしてー丄慶應義塾経済学会『経 

済学年報』1 0 ,1 9 6 6 年 （後に，朝鮮人強制連行真相調査団編『朝鮮人強制連行強制労働の記録一北海道， 

千島，樺太篇』1 9 7 4年，現代史出版会，6 10〜6 1 9 頁に一部収録)。

「日本帝国主義下における『満州』への朝鮮人移動について」，『三田学会雑誌』6 3 -6，1 9 7 0年 7 月。

「イギリス産業革命期の生活水準」，『三田学会雑誌』6 3 -1 2，1 9 7 0年 1 2 月。

「日本帝国主義下における『満州』への中国人移動について」，『三田学会雑誌』6 4 -9，1 9 7 1年 9 月。

「イギリス旧救貧法一『定住法』一にかんするノート」，『三田学会雑誌』6 4 -1 0，1 9 7 1年 1 0 月。

「オーストリア抵抗資料研究所」（資料) ，『季刊社会思想』3 -2，1 9 7 3年 8 月。

‘T h e  G lass W ash er 's  L o ck o u t', B u lle tin  o f  the  S o c ie ty  fo r  the S tu d y  o f  Labour h is to r y ,  no.28, S pring  
1974.
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T h e  F lin t G lass M akers in  th e  C lassic Age of th e  L ab o u r A ristocracy , 1850-80, P h .D . T hesis, 
U n iversity  or W arw ick, 1976.

「労働貴族の古典的時代におけるフリントガラス製造エ」（1 ) ( 2)，『三田学会雑誌』70- 3，70-5 , 1 9 7 7年 6 
月，同年 1 0 月。

「十九世紀第三 • 四半期のイギリス労働史理解をめぐって」（上）（下）『日本労働協会雑誌』224, 225, 1977 
年 1 1 月，同年 1 2 月。

「イギリスにおける社会史研究丄角山栄，速水融編『経済史学の発達』（「講座西洋経済史」V ) 同文館，1979 
年， 1 5 1 〜1 7 1  頁。

‘A rtis a n  E lite  in  V ic to rian  Society  (R eview  E ssay )', B u lle tin  o f  the S o c ie ty  fo r  the S tu d y  o f  Labour  
h is to r y ,  no.30, S pring  1979.

「イギリス • ウォーリック大学のM od ern  R ecords C e n t r e所蔵資料」 『三田学会雑誌』72-4 , 1 9 7 9年 8 月。

「イギリス労働史の文献」，『三色旗』385，1 9 8 0年 4 月。

「一八三一年のノッティンガム暴動」（上）（下），『三田学会雑誌』7 5 -6，7 6-2 , 1 9 8 2年 1 2 月，8 3 年 6 月。

「ヴィクトリア中期の生産協同組合丄『ロバアト • オウエン協会年報』V II, 1 9 8 3年。

「イギリス労働史の諸問題丄社会経済史学会編『社会経済史学の課題と展望』有斐閣，1 9 8 4年，245〜2 5 4頁。

「マルクスと労働貴族一ロイドン• ハリスンの所論との関連で一」（上）（下），『三田学会雑誌』76 -5 , 76 -6 , 
1 9 8 3年 1 2 月，8 4 年 2 月。

「イギリスにおける社会史研究とマルクス主義史学丄『歴史学研究』532，1 9 8 4年 9 月。

「イギリス労働史研究の社会史的傾向」，『労働史研究』創刊号，1 9 8 4年 4 月。

「1 9 世紀イングランドの民衆運動丄『歴史学研究』534，1 9 8 4年 1 0 月増刊号。

『7 3 1 部隊』の実験報告書」，『歴史学研究』538，1 9 8 5年 2 月。

‘E m ig ra tio n  an d  C o-o pera tiv e  P ro d u c tio n  by  th e  V ic to rian  F lin t G lass M akers, 1850-80 ', K eio  
E co no m ic  S tud ies, 22 -2 , 1985.

「マルクス • 労働貴族 • 生産協同組合丄都築忠七編『イギリス社会主義思想史』三省堂，1 9 8 6年，6 3〜8 9 頁。

「イギリスの文化的マルクス主義」，江ロ英一，相沢与一編『現代の生活と「社会化」』I I 労働旬報社，1986 
年，253〜2 7 0頁。

「労働組合の形成と発展」，米川伸一編『概説イギリス経済史』有斐閣，1 9 8 6年，255〜2 7 1頁。

「ヴィクトリア期イングランドの労働組合による移民」，一橋大学『経済研究』3 7 -1，1 9 8 6年 1 月。

「イギリス暴動史研究にかんするノート」，『三田学会雑誌』7 8 -6，1 9 8 6年 2 月。

「タフ • ヴエイル判決とイギリス鉄道労働運動」 ⑴ 〜 （V I I )，『三田学会雑誌』7 6 -6〜8 7 -4，1 9 8 6年 12 
月〜 95 年 1 月。

「イギリスのオーラル• ヒストリー（報告）お よ び 「討論」丄 『歴史学研究』568，1 9 8 7年 6 月。

「イギリスにおける労働貴族論争」，『日本労働協会雑誌』340，1 9 8 7年 1 1 月。
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「労働者階級意識の形成丄二宮宏之編『社会的結合』（「世界史への問い」4 ) 岩波書店，1 9 8 9年，2 2 9 -2 5 4頁。

「セントラル - レイバー • コレッジ，1 9 0 9年一1 9 2 9年」（上）（下），『三田学会雑誌』8 1 -1，82 -3 , 1 9 8 9年 

4 月，同年 1 0 月。

「イギリス産業革命期における生活水準論争再訪」 （上）（下) ，『三田学会雑誌』8 2 - 2 ,8 3 - 1 ,1 9 8 9 年 7 月， 

90 年 4 月。

「第二次世界大戦期の朝鮮人強制連行• 強制労働」 （資料) ，『三田学会雑誌』8 3 -3，1 9 9 0年 1 0 月。

「最初の社会調査家，ヘンリー • メイヒューと江ロ英一先生丄江ロ英ー編『日本社会調査の水脈』法律文化 

社， 1990 年， 583〜592 頁。

ドロシー• トムスン『チャーティスト』（書評論文），『社会思想の窓』77，1 9 9 0年 1 1 月。

「解説」，森村誠一『続 • 悪魔の飽食』（改訂新版）角川書店，1 9 9 1年，264〜2 8 4頁。

「社会史的社会政策とは何か丄『社会政策叢書』編集委員会編『社会政策研究の方法と領域』（社会政策叢書， 

1 5 ) 啓文堂，1 9 9 1年，53〜7 6 頁。

「狂気と十九世紀イギリスの社会」，近藤和彦，福井憲彦編『歴史の重さ一ヨーロッパの政治文化を考える』 

日本エディタースクール出版部，1 9 9 1年，7〜3 6 頁 ；「ディスカッション『比較史から見えるもの』丄 113 
〜2 7 7頁。

「イギリス炭鉱ストにみる警備• 弾圧態勢（1984- 8 5 年)」，『大原社会問題研究所雑誌』390, 1 9 9 1年 5 月。

「歴史における実証とは何か一七三一部隊を考える丄『労働史研究』5，1 9 9 1年 1 0 月。

「ヒル•レポート一7 3 1部隊の人体実験に関するアメリカ側調査報告（1 9 4 7年)」，（金平茂紀と共著)，『三 

田学会雑誌』84 -2 , 1 9 9 1年 7 月。

「オズボーン判決（1 9 0 9年)」 （1 ) ( 2)，『三田学会雑誌』8 6 -2，9 0 -1，1 9 9 3年 7 月，9 7 年 4 月。

「ジョン • パトンの訪日日記（1 9 4 7年)」（上）（下），『三田学会雑誌』86—2, 86 -4 , 1 9 9 3年 7 月，9 4 年 1 月。

「社会史の言語論的アプローチをめぐって一ステドマン . ジョーンズ『チャーティズム再考』を再考する」， 

『三田学会雑誌』8 6 -3，1 9 9 3年 1 0 月。

「労働運動 • 社会主義 • 協同組合」，白井厚，小松隆ニ監修『現代の経済と消費生活』コープ出版，1 9 9 4年， 

23〜4 6 頁。

「七三一部隊とは何か？丄戦争犠牲者を心に刻む会編『七三一部隊』（アジアの声，8 ) 東方出版，1 9 9 4年， 

15〜3 0 頁 ；「国際常識の7 3 1 部隊を載せない日本の検定教科書」，111〜1 2 1頁。

‘L ab o u r R ela tio ns  in  J a p a n  b e tw een  th e  W ars ', J im  H agan  & A n drew  W ells eds., In d u s tr ia l R e la tio ns  
in  A u s tra lia  and  Japan, A llen  & U nw in, 1994, C h a p te r  4, 37〜46.

「七三一部隊と第三次教科書訴訟」，『歴史評論』528，1 9 9 4年 4 月。

「日本軍の毒ガス研究と生産丄歴史教育協議会編『幻ではなかった本土決戦』高文研，1 9 9 5年，223〜2 4 5頁。

「職人から労働者へ一イギリスの場合丄歴史学研究会編『資本主義は人をどう変えてきたか』（「講座世界史」 

4 )，東京大学出版会，1 9 9 5年，11〜3 4 頁。
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「戦争の世紀としての2 0 世紀一7 3 1部隊と細菌戦丄横浜 • 川崎平和のための戦争展実行委員会編『アジア 

太平洋戦争下の大学と軍隊』2 0 0 1年 8 月。
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「慶應義塾は文化財• 芸術品を破壊する大学になった一萬来舎ノグチ• ルーム解体丄『大塚会会報』30, 2003
年 8 月。

「抗議した敬蘭芝さん逝く」，『A B C 企画 N E W S』44，2 0 0 6年 7 月 1 5 日c 
合唱組曲原詩 • 森村誠一『悪魔の飽食』『正義の基準』の英訳，2 0 0 6年。

「ピエール•ノラらの

『史学雑誌』116-3,
『歴史のための自由』は 「自由のための歴史」 を放棄したのか？」 （コラム歴史の風) 
2007 年 3 月。
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